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われわれが構想する語彙学習の理想形は、(1) 学習者個々の到達レベルに応じた語彙を学ぶ (2) 

授業や読書やテレビの視聴など、日常的に英語に触れる場で接した語彙とそれに関連する語彙を

学習する (3) いつでもどこでも学習する という 3 点を基本コンセプトとする。学習履歴の分析を通

じて学習者の到達度と語彙の難易度の推定を行うことにより、順次最適化した語彙の配信を可能と

することを目指している。 

 
 

1. 学習履歴の蓄積  

教科課程ならびに教育内容を開発する立場

から見る1と、電子的環境における学習・教育が

普及したときの最大の利点は、これまで大規模

な予算と人手をかけても十分な調査が難しかっ

たデータを、学習・教育の『副産物』として追加

的なコスト（人手・手間・経費）なしで収集できる

ことである。学習者・学習項目ごとの正解･不正

解の記録のほかに、比較的単純な 4 択課題に

おいても、途中の選択肢変更や応答時間など

を記録することが考えられる。キーボードから入

力した文字列（単語や文）を（その過程と最終

提出状態とにおいて）記録し、あるいはマイクに

向かって発声した音声をデジタル化して記録

することも、記憶容量ならびにネットワーク上の

データ伝送速度の制約も含めて、実現可能な

状況になってきている。小型 CCD カメラで学習

者の顔を撮像し、表情を認識して記録すること

も近い将来には現実的な可能性となろう。 

                                                                                                           
1 電子的環境での授業実施が教員にとって教
育方法を見直す契機となる。『教育の情報

化』はさらに『教育課程・教育内容の見直

し』へと進むべきである。4) 

2. 学習履歴の分析  

電子的に蓄積された『プロファイル』の活用

法としてすぐに思いつくのは、『学習者のプロフ

ァイリング』である。しかし、個々の学習項目や

学習項目郡の特徴を『学習項目のプロファイ

ル』として抽出できる点がコンテンツ開発ならび

に学習モデルの構築には重要である。 

ある学習者（集団）に着目したとき、「易しい

問題」より「難しい問題」の正答率が高い場合、

学習者のこれまでの学習方法に問題があった

か、カンニングの可能性なども考えられる。逆に、

学習項目に着目した場合、「できる学生」より

「できない学生」の正解率が高い場合は、問題

の作成が不適切な場合や、問題漏洩の可能

性などを検討する必要がある。2 このように、学

習者を何らかの手段で分類し、それぞれの学

習者集団に対する正解率(反応時間)などの測

定可能なデータを分析することで、その学習項

目の特徴を抽出できる。3 

 
2 既存の LMS の多くはログデータの蓄積は
可能だが、学習履歴の分析と活用のための機

能が弱い。6)  
3 ここで、学習項目と学習者の双対性に着目



3. 携帯電話を活用した語彙学習  

語彙の習得は外国語学習の基本である。大

学に入学した学生の大部分は英語に関してま

だ不十分な語彙習得段階にある。2), 7) 

あらためて述べるまでもなく、語彙の習得も

含めて英語学習の本来のあり方としては、読書

やテレビ・ビデオ･映画などの視聴も含めて英

語に接し、英語を実際に使用する環境に自ら

を置いて口頭または文書で英語を使って表現

することが中心となるべきである。語彙の獲得に

extensive reading（多読）が有効であることもさ

まざまな研究が示すところである。1) しかし、限

られた学習時間で一定の成果をあげることが動

機付けにつながることから、CD-ROM 教材・

WBT などの電子的な学習手段や単語帳や単

語カードなどの紙媒体の補助的な暗記手段を

併用することの有効性も再度検討して、その効

果を検証する必要がある。 

TOEIC 対策などの語彙学習参考書は世の

中にあふれているが、その内容を検討してみる

と、語彙の選択と提示、例文や訳文の質などの

点で学習書として玉石混淆である。良質の著

者と編集者に恵まれた学習書であっても、学習

者のレベルと齟齬があれば有効な学習につな

がらない。学習者のレベルにあった比較的良

質の語彙学習参考書があったとしても、書籍と

いう固定的な媒体の制約から、学習者が日常

的に受講する授業の内容や進行、あるいは学

習者が読んでいる本や見た映画と無関係に語

彙の学習を進めなければならない。 

われわれが構想する語彙学習の理想形は、 

(1) 学習者一人ひとりの到達レベルに応じた

語彙を学ぶ 

(2) 授業・読書・テレビ・ビデオ・映画の視聴

など、日常的に英語に触れる場で接した

語彙とそれに関連する語彙を学習する 

(3) いつでもどこでも学習できる 

という 3 点を基本コンセプトとする。4 

                                                                      

                                                                     

することが重要である。5) 言語テストについ

ては項目応答理論などによる分析が定着して

いる。3)  
4 語彙学習の補助的手段としては、いつでも
どこでも手軽にドリル練習できることが必須

である。移動端末としては各種の機器が存在

するが、現状では、学生に普及し身近な存在

4. 今年度の計画  

携帯電話を利用した学習用プラットフォーム

として、GBW システムズ社が開発した電子暗

記カードシステム「アプリラーニング」を採用した。

教材コンテンツについては、株式会社国際コミ

ュニケーションズより提供を受けた例文と語彙を

元に選択肢を独自に作成して開発した。 

学習履歴の分析を通じて順次語彙レベルの

推定を行うことをめざして、学習者がシステムに

登録する際に各自の TOEIC スコアを申告し、

システム上の学習履歴を分析することにより、そ

れぞれの語彙と設問についての難易度推定が

可能であるかどうか検証することを目指している。 
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となっているという意味では携帯電話に勝る

ものはない。  


